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〔書評〕James Williams, Gilles Deleuze's Difference and Repetition 
きる以前の感覚が強度として、そして、われわれの問いを可能にする思考の対象が観念と
して形式化された。つまり、個別的な経験による原理（類種関係、予期、対象化）が、差
異と反復の存在論を媒介することによって、認識そのものを一般的に規定している（強度、
観念）という枠組みになっている。言い換えると、一度、条件という別の秩序（差異、反
復）に移った論証が、再度条件という秩序から経験、認識の秩序（強度、観念）へと戻さ
れている。このことから、われわれはドゥルーズの論証において、もしくは、論証そのも
のにおいて、認識論という次元が非常に大きな役割を果たしていると考えることができる
のではないか。 
もう一つは、「条件」というものを定立させることが、この論証において重要な位置を占
めているということである。類種関係の条件として、予期、対象化の条件として、差異と
反復がそれぞれ定立されるわけだが、ある原理の条件をその原理そのものとは違うものと
して定立することは、無反省にすべての原理に関して行うことができる操作であるのだろ
うか。言い換えれば、何らかの原理に対して条件をとるという行為が、制約なしに可能で
あるとするならば、不都合なことが起こることはないのだろうか。そして、条件づけられ
るもの(原理)と、条件づけるもの（差異、反復）の峻別が、表象や本質を取り上げずに対
象の構成を扱う、ドゥルーズの存在論を規定する論証の要になっているのではないか。 
論証という視点から『差異と反復』という書物を読みなおすことは、ドゥルーズの存在
論が、規定し規定されることになる認識能力という次元へと、そして条件と原理という特
殊な存在者の次元へと開かれているということを明らかにする点で、有益であると考えら
れる。しかし、論証という視点の可能性は汲みつくされていない。経験や認識とそれらの
条件という区別は論証においてどのようなステータスを持つのであろうか。われわれは、
著者から問題を受け継いで、さらに深い探求を行わなければならない。 
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